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要　約　　バレイショデンプン粕を主体としたエコフィードサイレージ（EFS）の豚飼料への有効利用につ
いて検討した．平均体重 72.8 の同一父親去勢 LW・D 交雑去勢豚 18 頭を供試豚として用いた．市販配合飼
料を給与する対照区と，バレイショデンプン粕を主体とした EFS を配合飼料に乾物の 10％（10％ EFS 区）
または 20％（20％ EFS 区）代替混合した飼料を給与する計 3 試験区を設けた．体重が 110 kg を超えた時
点で屠畜し，枝肉成績，肉質を調査した．飼料摂取量は対照区に比べ，20％ EFS 区が少なかった（P < 0.05）
が，日増体量に差は認められなかった．肉質と筋間脂肪の脂肪酸組成には処理間で差はなかったが，皮下脂
肪の脂肪酸組成において，10％ EFS 区および 20％ EFS 区の C14 : 0 と C16 : 1 割合は対照区より高く

（P < 0.05），10% 区の C18 : 0 割合は対照区より低い値を示した（P < 0.05）．以上の結果から，バレイショ
デンプン粕を主体とした EFS は，配合飼料の一部を代替できると考えられた．
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　バレイショデンプン粕はバレイショからデンプンを抽出
した後の残さである．バレイショデンプン粕の原料である
バレイショは，北海道の畑作の重要な作物の一つで，全国
生産量の約 80%（250 万 t/年）を占めている．生あるいは
加工食品用以外に，デンプン用としては年あたり 80～90
万 t が仕向けられ，北海道内でバレイショデンプン粕が年
間約 10 万 t 産出されている（農畜産業振興機構 2009）．バ
レイショデンプン粕は栄養価が高いものの，水分が多く，
そのままでは腐敗しやすいこと，また，物理的な形状が粘
土質で取り扱いにくいこともあり，飼料としての利用は十
分ではなかった．しかし，配合飼料原料の輸入価格の高騰
などを背景に，飼料コスト低減のために栄養価の高いデン
プン粕を利用する機運が高まってきた．一方で，一般的な
デンプン工場では，デンプン粕を脱水後に乾燥する設備が
整っていないため，デンプン粕のサイレージ化への取り組
みが行われてきた．現在では，デンプン粕を脱水し発酵さ
せた後，副原料にふすまやビートパルプなどを加え再発酵
させることで水分を約 60％に調整し，発酵品質の向上に
取り組み，良質な EFS の調製が可能となっている（農畜
産業振興機構 2009）．また，デンプン粕サイレージは肉
用牛での配合飼料の代替可能割合が明らかになっており，
増体成績と肉質についても報告されている．Sugimoto ら

（2009）は，仕上げ期の肉用牛での尿素添加処理ポテトパ

ルプサイレージの混合割合の増加は増体成績には影響しな
いが，サイレージ混合割合が 30% 以上では肉質が低下す
る可能性があると報告している．しかし，デンプン粕を主
体とした EFS のブタへの給与は，その代替割合や産肉性
に及ぼす影響が十分に明らかになっていない．そこで，本
試験では，バレイショデンプン粕を主体とした EFS の混
合割合が異なる飼料を肥育後期豚に給与し，発育や肉質に
及ぼす影響を検討した．

材料および方法

　肥育試験は「国立大学法人帯広畜産大学動物実験等に関
する規程」に従って実施した．
　1．　EFSの調製および発酵品質
　EFS の調製は下記のように行った．バレイショからデ
ンプンを抽出後に産出されるデンプン粕をスクリュープレ
スで脱水し，フレコンバックに詰めてから夏は 6 ヵ月間，
冬は 1 年間発酵させた．発酵させたデンプン粕を攪拌機
に入れ，水分を調整し粗タンパク質含量を高めるために，
ふすま，米ぬか，乾燥粉末おから，小豆粕，醤油粕，ビー
トパルプを添加し（表 1），十分に混合した後，その後，2
層プラスチック構造で嫌気性条件を維持できる幅×奥行き
×高さが 110×110×110 cm で容量が 1331 L のフレコ
ンバックに詰め，さらに夏は 3 ヵ月，冬は 6 ヵ月再発酵
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させた．
　本試験で対照飼料として，市販配合飼料（成分含量：粗
タンパク質 13.5% 以上，粗脂肪 1.5% 以上，粗灰分 7.5%
以下，カルシウム 0.6% 以上，リン 0.45% 以上，TDN 
73.5% 以上：中部飼料株式会社，名古屋市）を用いた．
また，本試験に使用した飼料の水分，粗タンパク，粗脂肪，
粗灰分，可溶性無窒素物，Organic cell wall（OCW）含
量を定法により分析した（飼料分析基準研究会編 2005）

（表 2）．pH の測定は EFS 試料 30 g に蒸留水 170 g を加
え，一晩浸透抽出後にろ過した試料を用いて pH を測定し
た．EFS 中の有機酸含量は液体クロマトグラフで分離定
量し，揮発性塩基性窒素は水蒸気蒸留法（蔡 2001）で測定

した．飼料中の脂肪酸は下記のように調整した（Bligh と
Dyer 1959）．5 g の飼料をミキサーで，2 分間程度攪拌し，
その後クロロホルム─メタノール混合液（2 : 1，v/v）を
8 mL 入れ，激しく振盪してから，1000×g で 10 分間遠
心分離した．上澄みを新しい試験管に移し，窒素ガスで乾
かし，抽出した全脂質を 5% 塩酸─メタノール溶液 1 mL
に懸濁し，アルミブロック恒温槽ドライサーモユニット

（DTU-2C；TAITEC, 埼玉）100℃で，3 時間加熱するこ
とによりメチルエステル化（Takenoyama ら 1999）し
た．メチルエステル化終了後，室温まで放冷してから
3 mL のヘキサンで脂肪酸メチルエステルを抽出し，これ
をガスクロマトグラフ（GC-2010；島津製作所，京都）
により脂肪酸組成を分析した．分析はキャリアーガスとし
てヘリウムを用い，キャピラリーカラム（ULBON HR-
SS-10，0.25 mm×25 m；信和化工，京都）でインジェ
クター温度 250℃，ディテクター温度 250℃，カラム温
度は初期温度 140℃で 2 分，160℃まで 5℃/分，180℃
まで 2.5℃/分，さらに 210℃まで 5℃/分上昇させ，その
後 10 分間 210℃を保持した．標準試料 GLC85 LOT : 
A5-U（NU-CHEK PREP, INC, Elysina, MN, USA）を
分析し，その保持時間から各脂肪酸の同定を行った．脂肪
酸はミリスチン酸（C14 : 0），パルミチン酸（C16 : 0），
パルミトレイン酸（16 : 1），ステアリン酸（C18 : 0），
オレイン酸（C18 : 1），リノール酸（C18 : 2），α─リ

Table 1　Ingredients composition of fermented feed

Ingredient Percentage (%)

Potato pulp silage
Wheat bran
Rice bran
Soybean curd residue
Adzuki bean meal
Soy sauce cake
Dried beet pulp

79.4
 9.1
 3.3
 3.3
 0.9
 1.9
 2.1

FM, fresh matter.

Table 2　Chemical composition and fatty acid composition of the experimental diets

Item
Diets

Control 10% EFS1） 20% EFS2） EFS

Chemical composition (%)3）

　Moisture 12.6 23.8 34.3 66.8
　Crude protein 14.2 13.7 13.4 12.5
　Ether extract  3.1  3.2  3.3  4.5
　Nitrogen free extracts 64.1 62.5 61.1 51.2
　Crude ash  5.1  4.3  4.9  4.4
　Organic Cell Wall 13.8 16.4 17.7 27.9
　　Total digestible nutrients4） 75.5 75.4 75.2 74.2
Fatty acid composition (%)
　C14 : 0  0.06  0.09  0.09  0.17
　C16 : 0 12.94 13.80 14.52 17.60
　C16 : 1  0.21  0.23  0.20  0.18
　C18 : 0  1.56  1.88  1.89  2.77
　C18 : 1 28.28 28.06 26.89 25.01
　C18 : 2 53.69 52.46 52.44 48.43
　α-C18 : 3  2.05  2.36  2.57  3.72
　C20 : 0  0.30  0.31  0.32  0.41
　C20 : 1  0.30  0.32  0.35  0.51

1） 10%EFS : Compound feed＋10% eco-feed silage.
2） 20%EFS : Compound feed＋20% eco-feed silage.
3） Values except for moisture were calculated based on dry matter
4） Calculated value.
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ノレン酸（α-C18 : 3），アラキジン酸（C20 : 0），エイ
コセン酸（C20 : 1）の 9 種類について同定し脂肪酸割合
を算出した．また，飼料の構成アミノ酸を調べるために，
塩酸加水分解した後（奥崎と鈴木 2000），L-8800 アミノ
酸分析計（日立製作所，東京）を用い，ニンヒドリン検出
法により測定した．
　2．　試験区分および発育調査
　4 ヵ月齢で体重が 72.8 ± 2.8 kg（平均±標準偏差）の
同一父親去勢 LW・D 種肥育豚 18 頭を用い，6 頭ずつ 3
区分し，さらに 3 頭ずつ計 6 個のペンで飼養した．デン
プン工場で生産された EFS を，前述の市販配合飼料に乾
物中割合として 10％，20％となるように混合し，それら
の飼料を給与した区を 10％ EFS 区，20％ EFS 区，市販
配合飼料を給与した区を対照区とした．試験期間中の飼養
管理は帯広畜産大学畜産フィールド科学センターの豚舎に
おいて，室温が 5～12℃の環境で，1 日あたり 16 時間の
照明点灯下で飼育した．朝 8 時 30 分と夕方 4 時 30 分に
2 回飼料を給与し，水は自由飲水とした．飼養期間は
2012 年 10 月 10 日～11 月 22 日の 44 日間で，試験飼
料を給与した期間は 2012 年 10 月 19 日～11 月 22 日の
35 日であった．残飼量の秤量を毎朝行い，飼料給与量か
ら差し引き，飼料摂取量とした．試験飼料給与開始時と試
験終了時に体重を測定し，日増体量を求めた．また，飼料
摂取量と増体量より飼料要求率を算出した．平均体重が
110 kg を超えた時点で飼育試験を終了し，北海道畜産公
社道東事業所十勝工場にて屠畜解体した．
　3．　肉質
　調査項目は枝肉重量，背脂肪厚および公益社団法人日本
食肉格付協会帯広事業所による格付等級とした．解体後
3℃で 10 日間熟成した後に，体軸に垂直となる方向で，
第 7 胸椎部から第 12 胸椎部の胸最長筋を 2.5 cm の厚さ
で 3 枚を切り出して，水分含量，粗脂肪含量，肉と脂肪
の色（L*, a*, b* 値），クッキングロス，剪断力価および
皮下内層脂肪と筋間脂肪の脂肪酸組成を測定した．脂肪酸
組成の分析は前述の飼料中脂肪酸組成と同様に行った．
　胸最長筋の水分含量は，第 5～7 胸椎部胸最長筋約 150 g
を挽肉機で 3 回挽き，サンプルとした．アルミ秤量缶に，
サンプルを約 5 g 入れ，精秤し，海砂と混合した後，ホッ
トプレート上で予乾したそれを 100℃の恒温乾燥機で 3
時間加熱乾燥し，デシケータで 60 分放冷し秤量した．そ
の重量の損失割合を水分含量とした．その後，直熱式脂肪
抽出装置 SF-8（三紳工業（株），神奈川）を用いて，ソッ
クスレーエーテル法（畜産技術協会 2003）で 16 時間以
上ジエチルエーテルを還流させ，粗脂肪含量を測定した．
　クッキングロスの測定は入江（2002）と Tommy ら

（2003）の方法を参考にして行った．すなわち胸最長筋を
形崩れしないようにポリエチレン袋に入れ，ユニット恒温
槽（サーモミンダー SX-10R；TAITEC, 埼玉）を用いて
70℃で，1 時間加熱後，冷水で 1 時間冷却し．サンプル

表面の肉汁の固まりなどを流水で落とし，表面の水分を取
り除いた後，加熱前後の重量差からクッキングロスの値を
求めた．剪断力価（畜産技術協会 2003）は，クッキング
ロス測定後のサンプルを 12 時間 4℃で冷却した後，剪断
力価測定用（直径 1.25 cm）コアを用いて筋線維と平行
に回転させながら 6 ヵ所から試料を採取し，Warner-
Bratzler meat shear（Model 235 ; G-R Manufacturing 
Co. Manhattan, Kansas, USA）剪断力価計を用いて測
定した，12 回の測定値で，最小値と最大値を除いた値を平
均し，試料の剪断力価を求めた．胸最長筋の肉色は第 12
胸椎部胸最長筋を 4℃ 1 時間空気に曝した後 EELmeter

（CM-1000 ; MINOLTA, 東京）を用いて 5 ヵ所の L* 値
（明度），a* 値（赤色度），b* 値（黄色度）を測定し，そ
の平均値を求め，肉色とした．
　4．　統計処理
　統計解析は増体成績および肉質について SAS（バー
ジョン 9.2，2010）の GLM プロシジャを用いて一元配
置分散分析を行った．その後，Tukey 法（吉田 1975）に
より多重比較検定行い，有意水準は P < 0.05 とした．

結果および考察

　1．　EFSの調製および発酵品質
　測定した pH が 3.8 と低く，乾物中の乳酸割合が 4.48%
と高い特徴を示した．また，酢酸とプロピオン酸はそれぞ
れ 3.77% と 0.27% でサイレージ中の全窒素中の揮発性
塩基性窒素（VBN/TN）が 7.5% と低い数値を示した．
良質なサイレージの条件は，乳酸を多量に含み pH が低く，
発酵品質を低下させるプロピオン酸と採食量減少に繫がる
VBN 含量などが低いものである（森本 1985）．乳酸菌の
増殖が促進されると，乳酸が生成されて有害な細菌や好気
的微生物の活動を抑制し VBN の生成を抑制する（柾木
2002）．デンプン粕は水分が 80% と高いため，腐敗しや
すい．そのためデンプン粕を原料として良質なサイレージ
を調製する方法として乳酸生成糸状菌の添加（岡田ら
2005）がある，一方 Yimamu ら（2005）は微生物添加
材の有無にかかわらず，ウシの嗜好性が良く，同程度の栄
養価のサイレージができると報告している．また，脱水機
により水分を除去した脱水バレイショデンプン粕サイレー
ジの調製は，密封することで長期間保存が可能である（杉
本 1983）．さらに，乳酸菌製剤を添加しなくても，乳酸
発酵した良質なサイレージになるとの報告もある（大下
2009）．本試験における EFS は，ビートパルプ，ふすま
を水分調整材として加え水分を 60% に調整し，密封した
ことで，腐敗しにくくなり，長期保存可能なサイレージと
なった．さらに，本試験に用いたデンプン粕はデンプン含
量 35% 以上と高いため，微生物添加材がなくても乳酸濃
度および酢酸濃度の高い，良質なサイレージになったと考
えられた．
　飼料原料の化学組成および脂肪酸組成を表 2 に示した．
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EFS の CP, 粗灰分含量が配合飼料に比べ低かったため，
配合飼料の乾物中割合の 10％，20％を EFS で代替する
ことにより，粗タンパク質，粗灰分の含量は減少した．一
方，粗脂肪および OCW の含量は配合飼料より EFS に多
く含まれていたため，対照区よりも 10% EFS 区，20% 
EFS 区で多かった．処理区すべての粗タンパク質含量は，
日本飼養標準・豚（農業・生物系特定産業技術研究機構
2005）における肥育豚の粗タンパク質要求量（体重 70～
115 kg で 13%）を上回っていた．
　給与飼料の脂肪酸組成は，EFS 給与区が対照区に比べ
て飽和脂肪酸であるミリスチン酸（C14 : 0）およびパル
ミチン酸（C16 : 0）の割合が高く，一価不飽和脂肪酸であ
るオレイン酸（C18 : 1），多価不飽和脂肪酸であるリノー
ル酸（C18 : 2）の割合が低かった．脂肪酸組成では，い
ずれの飼料とも，構成する脂肪酸はリノール酸（C18 : 2），
オレイン酸（C18 : 1），パルミチン酸（C16 : 0）の順で多
くなったが，これは配合飼料に多く含まれるトウモロコシ
の脂肪酸組成を反映したものと考えられた（香川 2010）．
飼料中の脂肪酸は，表 2 に示した主な脂肪酸以外に，合計
100% まで，その他（C11 : 0，C15 : 0，C17 : 0，C17 : 1，
C20 : 2，C20 : 3，C20 : 4，C24 : 1）もわずか含まれて
いた．
　給与飼料の必須アミノ酸含量は全試験区で日本飼養標
準・豚（農業・生物系特定産業技術研究機構 2005）の要
求量を充足していた（表 3）．
　2．　発育調査
　EFS 給与が肥育豚の増体成績および枝肉成績に及ぼす
影響を表 4 に示した．試験区の給与飼料は必須アミノ酸
の要求量を満たしていたため，ブタの増体には EFS の影

響はないと考えられた．終了時体重，日平均増体量および
飼料要求率について，EFS の代替割合の違いによる有意
な影響はみられなかった．乾物摂取量では，対照区の 3.21 
kg/日に比べ，10%EFS 区 13 kg/日，20%EFS 区は 3.01 
kg/日と 20%EFS 区で有意に少なかった（P < 0.05）．

Table 3　Amino acid composition of experimental diets1）

Item, %
Diets

Control 10% EFS2） 20% EFS3）

Essential amino acid
　Arginine 0.58 0.55 0.53
　Histidine 0.34 0.33 0.32
　Isoleucine 0.41 0.42 0.42
　Leucine 0.67 0.66 0.66
　Lysine 1.04 1.00 0.95
　Phenylalanine 0.51 0.51 0.51
　Threonine 0.38 0.37 0.37
　Valine 0.50 0.51 0.52
Nonessential amino acid
　Alanine 0.55 0.56 0.57
　Aspartic acid 0.83 0.81 0.79
　Glutamic acid 1.96 1.88 1.80
　Glycine 0.47 0.48 0.48
　Proline 0.68 0.66 0.64
　Serine 0.50 0.50 0.50
　Tyrosine 0.16 0.17 0.18

1） Content of amino acids based on air-dried matter.
2） 10% EFS : Compound feed＋10% eco-feed silage.
3） 20% EFS : Compound feed＋20% eco-feed silage.

Table 4　Effect on growth performance and carcass characteristics of finishing pigs

Item
Diets

Control
(n = 6)

10% EFS1）

(n = 6)
20% EFS2）

(n = 6)
SEM P-values

Initial weight (kg)
Final weight (kg)
Average daily gain (kg/day)
Dry matter intake3） (kg/day)
Feed conversion ratio3）

Dressing percentage (%)
Carcass weight (kg)
Back fat depth (cm)
Carcass judging4）

 73.0
116.9
  1.13
  3.21a

  2.88
 62.3
 72.8
  2.1
  2.7

 72.8
115.6
  1.14
  3.13ab

  2.77
 63.4
 73.3
  2.5
  2.8

 72.7
113.8
  1.10
  3.01b

  2.75
 62.6
 71.3
  2.3
  2.8

1.21
2.18
0.08
0.04
0.13
1.45
1.51
1.17
1.43

0.98
0.55
0.59

≼ 0.01
0.74
0.26
0.65
0.35
0.92

1） 10% EFS : Compound feed＋10% eco-feed silage.
2） 20% EFS : Compound feed＋20% eco-feed silage.
a, b） Means within a row with no common superscripts are significantly different (P < 0.05).
3） Values were calculated based on dry matter.  n = 2.
4） Japan Meat Grading Association body score 1～5. (1 = best, 2 = good, 3 = medium, 
4 = normal, 5 = nonstandard).
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給与飼料の乾物中の NDF 含量は，対照区が 15.8%，10% 
EFS 区が 19.1%，20% EFS 区が 19.9% と EFS の配合
率が高くなるとともに飼料中の NDF 含量が多くなり，そ
のことが乾物摂取量の減少の要因の一つと考えられる．し
かしながら，日増体量は処理区間に差は認められず，配合
飼料への EFS 添加は発育成績に影響を及ぼさないことが
示された．試験区の給与飼料は必須アミノ酸の要求量を満
たしていたことも，飼養成績に影響がみられなかった要因
と考えられた．また，解体成績では，出荷時体重，枝肉重
量，背脂肪厚および格付等級に処理区間で有意な差はみら
れなかった．
　3．　肉質分析
　EFS 給与が肥育豚の肉質に及ぼす影響の結果を表 5 に
示した．Springer ら（2003）は肥育豚の胸最長筋にお
ける水分含量は 72%～73% 程度であると報告しており，
本試験でもそれに近い値であった．全試験区の胸最長筋の
水分含量は 71%～73% と Springer ら（2003）の報告に
近い値であった．
　田淵ら（2002）は，LWD 豚における胸最長筋内脂肪
含量は 2.0%～4.2% と報告している．また，リジン含量
が要求量以下のバレイショ混合サイレージの肥育豚への給
与で，筋肉内脂肪含量が増加することが明らかとなってい
る（嶋澤ら 2008）．本試験では，いずれの飼料において
も日本飼養標準・豚（農業・生物系特定産業技術研究機構
2005）のリジン要求量を上回っていたため，区間に差は
みられず，その値も 2.9～3.7％と田端ら（2002）の報告
と同等となった．肉色および脂肪色は，市場において重要
な評価項目の 1 つである．Moon ら（2004）は食品残渣
の発酵飼料の給与により，道後ら（1995）はトウモロコシ

あるいは大麦を多給することにより，肉色が変化すると報
告している．また，嶋澤ら（2007）および三津本ら（1987）
は，胸最長筋の肉色は筋肉内脂肪含量および体重に依存す
る傾向があると報告している．本試験で給与した EFS に
は食品残さおよび大麦の含量が少なく，筋肉内脂肪含量お
よび体重において差がなかったため，肉色に影響がみられ
なかったと考えられる．
　胸最長筋のクッキングロスおよび剪断力価は処理区間        
に有意な差はみられなかった．條々ら（1994），畑江ら

（1996），沖谷（1996）および日高ら（2006）はクッキ
ングロスが小さいほど多汁性が高く，官能試験のジュー
シーさとの間に相関があるとしている．乾燥ワカメ茎を添
加した試験（鈴木ら 2002）では，乾燥ワカメ茎 0.3% の
添加により無添加の場合と比べクッキングロスが有意に少
なくなることが報告されている．本試験で給与した EFS
にはクッキングロスに影響を及ぼす成分を含んでいるとは
考えにくく，その値にも差は認められなかった．
　EFS 給 与 区 の 皮 下 脂 肪（ 表 6） は， ミ リ ス チ ン 酸

（C14 : 0）およびパルミトレイン酸（C16 : 1）が対照区
に比べ有意（P < 0.05）に多く，10% 区ではステアリン
酸（C18 : 0）が対照区より有意（P < 0.05）に少なかっ
たが，他の脂肪酸割合に差はみられなかった．この結果は，
肥育豚への乳酸生成糸状菌添加ポテトパルプサイレージと
食品残さの乾燥調製飼料給与で配合飼料給与よりもミリス
チン酸（C14 : 0）割合が有意に多くなるとの報告（日高
ら 2006）と一致した．ブタの体脂肪の脂肪酸組成は，飼
料中の油脂の質と量に大きく影響され（入江 1992；山田
ら 2001），脂肪組織の不飽和脂肪酸割合が多いほど柔ら
かくなり望ましくないとされている．特に飼料中のリノー

Table 5　Effect on meat quality characteristics of finishing pigs

Item
Diets

Control
(n = 6)

10% EFS1）

(n = 6)
20% EFS2）

(n = 6)
SEM P-values

Moisture (%) 72.0 72.9 73.0 0.33 0.09
Ether extract (%)  3.7  2.9  3.4 0.35 0.33
Cooking loss (%) 24.6 24.6 25.6 0.37 0.15
Warner-Bratzler shear (N)  1.9  2.0  1.7 0.14 0.47
Meat color3）

　L* 54.5 54.1 55.0 0.70 0.66
　a*  8.4  7.7  7.4 0.41 0.23
　b*  8.7  7.9  8.0 0.38 0.33
Fat color3）

　L* 80.0 79.3 78.3 0.48 0.07
　a*  2.3  2.7  3.0 0.25 0.15
　b*  7.5  7.5  7.5 0.26 1.00

1） 10% EFS : Compound feed＋10% eco-feed silage.
2） 20% EFS : Compound feed＋20% eco-feed silage.
3） L* : Brightness, a* : Redness, b* : Yellowness.
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ル酸（C18 : 2）やリノレン酸（C18 : 3）などの多価不
飽和脂肪酸は，飽和脂肪酸と比べてブタの脂肪組織に選択
的に蓄積されやすく，脂肪を柔らかくするとされている（松
岡ら 1985；丹羽と中西 2002）．入江と藤谷（1989）は，
豚の体脂肪は摂取する飼料の影響を受けやすいと報告し，
特に多価不飽和脂肪酸の多いおから，大豆油を飼料に添加
すると筋肉内脂肪を含むすべての部位の脂肪において，リ
ノール酸（C18 : 2）およびリノレン酸（C18 : 3）割合
が増加すると報告している．
　以上の結果から，配合飼料の 20％をバレイショデンプ
ン粕を主体とした EFS で代替した飼料を給与しても成長
には影響は認められないことが示された．今後は EFS の
代替割合を 30% まで高めた際の飼養成績および肉質への
影響を検討する必要があると考えられた．
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